
第２学年 算数科学習指導案 

３組 計２４人（男子 12 人 女子 12 人） 

指導者  藤迫 芳章  

１ 単   元  かけ算（３） 

２ 単元の目標 

・ 乗法九九の表のきまりや乗法についての交換法則，分配法則につながる性質を理解できる。 
                                    【知識及び技能】 
・ 乗法九九の表のよさに気付き，乗法の性質を見いだすことができる。また，被乗数が 12 程度の

乗法について，計算の仕方を考えることができる。      【思考力，判断力，表現力等】 
 ・ 乗法の性質を調べ，乗法や乗法九九のよさを日常生活に生かそうとしている。 

【学びに向かう力，人間性等】 

３ 単元でめざす子供の姿 

４ 単元について 
 (1) 単元の位置とねらい 

これまでに子供たちは，一つ分の大きさが決まっているときに，その幾つ分かに当たる大きさ
を求める演算が乗法であることを理解し，問題場面を式で表すことができるようになっている。
また，１の段から９の段の乗法九九を構成し，乗数が１増えれば積は被乗数分だけ増えるという
性質や２の段と３の段の和が５の段になるというようなきまりを見付けることができるようにな
ってきている。 

そこで本単元では，「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える」や「数量の関係をみるときは，
変わり方のきまりを見付ける」，「数量は，全体と部分で考える」という「基盤となる見方・考
え方」を働かせながら，数量の関係に着目し，乗法に関して成り立つ性質を見いだしたり活用し
たりすることができるようにする。具体的には，乗法九九の表を構成したり，観察したりするこ
とで，乗法九九の表の仕組みや乗法についての交換法則を理解できるようにする。また，被乗数
が 12 程度の乗法の仕方を交換法則で考えたり分配法則を基にして考えたりすることで，乗法九九
を活用して説明できるようにする。さらに，19 人を２人掛けと３人掛けに分ける座席の取り方に
ついて乗法九九を活用して考えることで，乗法のよさに気付いたり学習や生活の中で活用したり
することができるようにする。 

「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える」や「数量の関係をみるときは，変わり方のきまり
を見付ける」，「数量は，全体と部分で考える」という「基盤となる見方・考え方」や数学的活
動を通して育成された資質・能力は，第３学年においての２位数や３位数などの乗法や除法の学
習につながっていく。 

 (2) 本単元を構成する学習内容と「基盤となる見方・考え方」 
     第２学年「かけ算（１）」          第２学年「かけ算（２）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体性 
乗法九九の表のきまりや乗法についての交換法則，分配法則につながる性質につい

て「基盤となる見方・考え方」を働かせて，自ら問題を見いだし，解決方法の見通し
をもって粘り強く取り組もうとする。 

協働性 
他者との「学び合い」を通して，乗法九九の表のきまりや乗法についての交換法則,

分配法則につながる性質について，「基盤となる見方・考え方」を働かせて言葉，図,
数，式などと関連付けながら協力して問題をよりよく解決しようとする。 

創造性 

乗法九九や乗法に関して乗数が１増えれば積は被乗数分だけ増えるという性質など
の既習の知識・技能と関連付けながら，思考・判断・表現して交換法則や分配法則を
基に深く理解したり，状況に応じて最適な解決方法や新しい考えを見いだしたりしよ
うとする。 

第２学年「かけ算（３）」 

 身近な事例を基に，６の段から９の段，１の段の乗
法九九を構成したり理解したりすることができる。ま
た，被乗数，乗数，積の関係や交換法則などの乗法の
性質を見付け，乗法の計算を工夫したり，確かめを 
したりすることができる。 

一つ分の大きさとその幾つ分に着目す
ることで，全体の数量を捉えることがで
きる。また，２の段から５の段の乗法九
九の構成を通して乗法の性質についての
理解を深めることができる。 

 乗法九九の表から，被乗数，乗数，積の関係や交換法則，分配法則につながる乗法についての
性質の理解を深めることができる。また，被乗数が12程度の乗法の仕方を考えることができる。 

   「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える」,「数量の関係をみるときは，変わり方のきまりを見付ける」,「数量は，全体と部分で考える」  
※ 以下，本単元における「基盤となる見方・考え方」は，上記三つのことを指す。 



(3) 子供の実態（調査日 平成 30 年８月 21 日 調査人数 24 人） 

本単元の内容に関わる子供の実態については以下のとおりである。（数字は人数） 

 【調査①】 次の計算をしましょう。（知識及び技能）  

 ア ６＋６＋６＋６(23)  イ ６＋７＋３(24)  ウ ５＋２＋５＋２(24)   

【調査②】 次の●は，どのように分けますか。囲みましょう。（まとまり，全体・部分で見る見方） 

   ア            イ             ウ 
 
 

 

 

 

６のまとまり(10) 

４のまとまり(６)  

２のまとまり(４) 

その他   (４) 

 ６のまとまり(７)  

３のまとまり(７)  

４のまとまり(６) 

２のまとまり(４) 

 ４のまとまり(18) 

２のまとまり(２) 

５のまとまり(２) 

10のまとまり(２) 

 

【調査③】 右の表を見て，数のきまりを見付けましょう。（数の性質の理解） 

 １ ２ ３ 
４ ５ ６ 
７ ８ ９ 

   以上の実態から，本学級の子供は，加法の計算やまとまりで見ることについては十分理解でき

ているものの，数のきまりを見付けることについては課題があると考える。 

   そこで，本単元の指導に当たって以下のような手立てを行うこととする。 

５ 指導に当たって 

 主体的・対話的で深い学びを実現する教師の手立て【研究内容３】 

⑴ 主体的な学びを実現する教師の手立て 

  乗法九九の表のきまりを見付ける学習において，３の段と４の段の和が７の段になる，乗数

と被乗数を入れ替えた乗法の積が同じになるなどの乗法九九における数量の関係に着目し，乗

法九九の表についてのきまりを見付けるという見通しをもつことで，主体的に問題解決に取り

組むことができるようにする。 
被乗数が 12 程度の乗法の学習において，終末段階の振り返る過程では，「12×３についての

『学び合い』でよかったことは何かな。」と問い掛けることで，交換法則や分配法則を基にし

て考えている友達の考えのよさや，新たな考えを見付ける楽しさなどを実感できるようにする。  
さらに，「12 を９と３に分けるという考え方によく気付きましたね。」などと価値付けること

で，自信を深め，主体的に学ぶ意欲をもつことができるようにする。 
⑵ 対話的な学びを実現する教師の手立て 

考えが異なる子供同士によるペアで「学び合い」をすることで，乗法九九の表の新たなきま

りや12×３についての新たな分け方などに気付くことができるようにする。そして，「学び合

い」によって気付いた新たな考えをノートに青鉛筆で書き加えることで，思考の変容が可視化

され，自分の考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 
⑶ 深い学びを実現する教師の手立て 

「乗数が１増えると被乗数の数だけ積が増える」という性質など，プレゼンテーションソフ

トや算数コーナーを基に既習の内容を振り返りながら乗法九九の表を構成することで，交換法

則が成り立つときの積の並びの規則性や分配法則につながるきまりを見付けることができるよ

うにする。 

被乗数が12程度の乗法の仕方を考える学習において，「この図から式が見えるかな。」と問

い掛けることで，「基盤となる見方・考え方」を働かせながらアレイ図と式を関連付けて問題

解決ができるようにする。そして，「今日の考え方は，どんな場面で使えそうかな。」などと

問い掛け，教室に掲示してある絵の枚数や靴箱の数などの実生活における活用場面について考

えることで，実生活でも乗法九九を活用する意欲を高めることができるようにする。 

・ 右に進むと１ずつ増える。（14）・ 左に進むと１ずつ減る。 （12）
・ 下に進むと３ずつ増える。（11）・ 上に進むと３ずつ減る。 （10）
・ 右斜め下に進むと４ずつ増える。（８）・ 無回答（８） 
・ 左斜め下に進むと２ずつ増える。（７）       ※複数回答 



 

 
 

過 程 主な学習活動 学習問題 
まとめ 

教師の指導 
◇ＩＣＴ活用 
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１ 積が４，16，30 の乗法九
九について考え，乗法九九
の表を完成する。 

 
 

 ◯ 積が４，16，30 の乗法九九について話し
合うことで，被乗数と乗数の関係に着目し
て乗法の九九の表を作るという見通しも
つことができるようにする。    【主】 

 
 

２ 乗法九九の表から，様々
なきまりや特徴を考える。 

 
 
 

 ◯ 被乗数，乗数,積の関係を確かめること
で，見通しをもって様々なきまりや特徴を
考えることができる。       【主】 

３ かけられる数が３（３の
段）の答えと，かける数が
３の答えを比べ，答えが同
じになる理由を考える。
（交換法則） 
・ ３×５＝５×３など 

 ◯ ブロックを操作したり，アレイ図と式を
関連付けたりすることで，被乗数と乗数を
入れかえても積が同じになることに気付
くことができるようにする。    【主】 

 
 
 
 
 
 

４ 乗法の性質を使って，
12×３の計算の仕方を考
える。（本時） 

 
 
 
 
 

 
 

◯ 式や乗法九九の表と関連付けて「学び合
い」をすることで，交換法則や乗法に成り
立つ性質の理解を深めることができるよう
にする。             【対】

 
 
 
 
 

５ 分配法則を基に考え,
様々な 12×３の計算の 
仕方を考える。 
10×３＝30 
２×３＝６ 
30＋６＝36 など 

 ◯ 違う分け方で考えたペアでの「学び合
い」をすることで，乗法九九を超えたかけ
算も分配法則を基に考えればよいことに 
気付くようにする。        【対】 

         【対】 
 

６ 19 人で旅行に行くとき
の，座席の取り方を考え，
説明する。 
２×２＝４ 
３×５＝15 
４＋15＝19 

 ◯ 実生活につながる問題を提示し，乗法
について成り立つ性質を活用して問題を
解くことで，乗法九九の有用性・汎用性を
自覚できるようにする。     【深】       

【深】                  
７ 「かけ算ゲーム①おはじ

きとり」，「かけ算ゲーム②
かけ算ビンゴ」のルールを
理解し，ゲームに取り組
む。 

 
 
 

 ◇ プレゼンテーションソフトを使って図
を動かしながらゲームの内容を提示する
ことで，ルールの理解を深め，見通しをも
って活動できるようにする。    【主】 

            
 
 
 

８ 既習事項の理解を深め
る。 
・ 力だめしの問題 

 ○ 乗法の九九表の仕組みや交換法則，分配
法則に基づく考えを振り返ることで，他教
科等や実生活で乗法九九を活用しようと
する意欲を高める。        【深】       

重点評価項目 

① 九九の表を作るには，ど
うすればよいのかな。 

各段の答えを順序よく書い
ていくと九九の表ができるね。
 

乗法九九の表の仕組みを理解することが
できたか。【知・技：ワークシート，発言】  

６ 指導・評価計画（全８時間） 

⑧ いろいろな問題に挑戦し
よう。 

⑦ かけ算ビンゴで勝つため
には,どうすればよいかな。 

 答えが 12 や 24 など，かけ
算の式がいくつもあるかけ
算の答えを入れるとビンゴ
しやすくなるね。 

乗法九九を活用して，進んでゲーム 
をすることができたか。
【主体的に学習に取り組む態度：ワークシート，発言】

③ 式が違うのに答えが同じ
なのはどうしてかな。 

被乗数と乗数に着目して，式や図を関連付
けて表現し，答えが同じになる理由を考える
ことができたか。 
【思･判 ･表：ワークシート，発言】 

まとまりを縦に見たり，横
に見たりしても，全部の数は
変わらないから，答えは同じ
だね。 

⑤ 12 をどのように分けると
計算できるかな。 

12 を 10 と２などに分ける
と計算できるね。 

被乗数が12程度の乗法について，分配法
則を基に考え，その理由を説明できたか。 
【思・判・表：ノート，発言，操作活動】 

被乗数が 12 程度の乗法について，乗法
に関して成り立つ性質を基に考え，説 
明することができたか。 
【思･判･表：ノート，ワークシート，発言】 

⑥ ぴったり座るには,どのよ
うに分ければよいのかな。 

 ５を２と３に分けて,２の段
と３の段で考えるとよいね。 
 

乗法九九の積の基に考え，理由を説明で
きたか。  

② 九九の表には，どんな秘
密があるのかな。 
四つの数を足すと 100 にな

るなど，九九の表にはいろい
ろな秘密があるね。 

 

乗法九九の表のよさに気付き，乗法九九
の様々なきまりや特徴を考えることができ
たか。【思･判･表：ワークシート，発言】 

新たな学び「山下祭りを成功させよう。（おはじきゲームの採点係など）」（生活科 17時間） 

④ ９の段を超えるかけ算は,
どうすればよいのかな。 

 たし算でできるね。九九に
かけられる数を足していけ
ばよいね。12 を分けて計算
すればよいね。 
 



７ 本 時（ ４／８ ） 
(1) 目 標 被乗数が 12 程度の乗法について，乗法九九を活用して考え，その理由を説明できる。 
(2) 展 開     教師の言葉掛け    子供の反応  ◆ 重点評価項目  ☆ICT 活用上の留意点 

過程 主な学習活動 教師の指導 
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１ 本時の学習課題を知る。 

 

 

 
 
   
 

２ 学習問題を確認する。 

  
３ 問題解決の見通しをもつ。 

  
 

 

 

４ 問題解決に取り組む。 

 

 

 
 
 

５ ペアでの「学び合い」を行う。 

  
 

 
 
 

 
 
６ 全体での「学び合い」を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  
７ 本時の学習についてまとめる。 

 
 
 
８ 適用問題に挑戦する。 

 

  

  
９ 本時の学習について振り返り，学びを自覚する。 

 

☆ 栗が皿の上にのっている場面を提示
し，12 のまとまりに気付くことで，本
時の学習課題を明確につかめるように
する。 

○ 12×３と乗法九九との違いについて
考えることで，本時の学習課題の問題意
識を高め，被乗数が 12 程度の乗法の計
算の仕方について考えることができる
ようにする。          【主】 

○ 基盤ボードや算数コーナーで,前時で
学習した交換法則について振り返り，自
分の考えをノートに書くことで，被乗数
と乗数を入れ替えて３ずつ足せばよい
ことなどに気付き，問題解決への見通し
をもつことができるようにする。 【主】 

○ 問題解決の際，式に矢印や数などを書
き込んだり，言葉に置き換えたりするこ
とで，考えを明確にできるようにする。 

○ 違う考えの子供同士でペアでの「学び
合い」をすることで，新たな考えに気付
くことができるようにする。さらに,友
達の考えのよかったところをノートに
青鉛筆で書き加えることで,思考の変容
を可視化できるようにする。   【対】 

○ 「なぜ 12×３が九九の表で見えるの
かな。」と問い掛けることで，乗法の意
味と乗法九九の表とを関連付けて考え，
「被乗数と乗数の順序を入れ替えて計
算しても積は同じ」という乗法について
成り立つ性質の理解を確かなものにす
る。           【対・深】 

 
 
 
 
 
○ 「数量は，全体と部分で考える」とい
う「基盤となる見方・考え方」を働かせ
て考えることで，「12×３の 12を乗法九
九の表を基に分けることができる。」と
いうことに気付くことができるように 
する。          【対・深】 

○ 日常生活を想起しやすい適用問題を
提示し，「今日の学習で考えたことは使
えるかな。」と問い掛けることで，本時
の学習を振り返りながら解き，被乗数が
12程度の乗法についての理解を深める
ことができるようにする。 【主・深】 

○ 「なぜ９を超える数のかけ算ができる
ようになったのかな。」と問い掛けるこ
とで，被乗数が12程度の乗法の問題を解
決できた理由や考えが変容した理由を
考え，交換法則や分配法則に基づいて考
えるよさや自己の成長に気付くことが
できるようにする。      【主】 

○ 「他の分け方もあるのかな。」と問い
掛けることで，分配法則を基にした色々
な分け方に気付き，次時の学習につなぐ
ことができるようにする。   【深】 

 

  12×３は 12 のまとま
りが三つ分だから,12 を
３回足すことと同じだ
ね。12＋12＋12 をする
と，答えは 36になるね。 

３つの皿の上に，それぞれ栗が12個ずつのっています。全部
で何個でしょうか。 

 ９の段を超えるかけ算は，どうすればよいのかな。 

たし算でできるね。九九にかけられる数を足していくとよ
いね。12を分けて計算してもよいね。 

 

・ ４×13 として，４×９に４ずつ足していくと 52になるね。
・ 13 を４と９に分けると，４×４＋９×４(＝52)になるね。

◆ 被乗数が 12 程度のかけ算につい
て，交換法則と乗法について成り立
つ性質を活用して考えているか。 

【思考・判断・表現：ノート，ワークシート，発言】 

・ 12 のまとまりの三つ分で，12＋12＋12＝36 になったよ。
・ かけられる数とかける数を入れ替えて，３×９の答えに 

３ずつ足したから３×12＝36 になったよ。 
・ 九九の表から，３×３＝９と９×３＝27 を足すと，36 だ

から，12×３＝36になるよ。 

どんな式になるかな。 

13 枚のカードが４つあります。全部で何枚かな。 

・ たし算を使うと求めることができそうだね。 
・ かけられる数とかける数を入れ替えて３ずつ足していく

とできそうだね。 
・ 九九の表のかける数が３の列を見たらできそうだよ。 

・ 「全体と部分」で考えると，九九の表でも計算できるこ
とが気付けてよかったよ。 

・ 友達と「学び合い」をして，かけられる数を分けて計算
するという新しい考えに気付くことができてよかったよ。 

今日の学習を振り返って，よかったことは何かな。 

・ 12 のまとまりが三つ分だから,式は 12×３で表せるね。 
・ でも，かけ算九九に 12 の段はないよ。 

12×３の分け方は他にもあるのかな。 
・ 12 を７と５にも分けることができそうだよ。 

なぜ 12×３が九九の表で見えるのかな。 

 12×３をどのように考えたのかな。 

・ 12×３だから，かける数が３の列を見れ
ばよいね。12は９と３に分けることができ
るから，９×３＝27と３×３＝９を足すと，
答えは 36になるよ。 

・ なるほど。「５の段の答えは，２の段と３
段の答えを足す」と同じ考えだね。 

・ 12は４と８にも分けることができるから，
４×３＝12 と８×３＝24で計算できるね。
つまり，12を二つに分けて足せばできるね。

 

 



第２学年「かけ算（３）」本時（４／８）における授業構想シート 

本時で期待される子供の姿 

主体性 

 12×３の計算方法について，既習事項である乗法についての交換法則を想起することで，「数量の関

係をみるときは，変わり方のきまりを見付ける」などの「基盤となる見方・考え方」を働かせて問題解

決に取り組もうとする。 

協働性 
 12×３の計算方法について，友達と「学び合い」を行うことで，互いの考えのよさを尊重したり，式

や乗法九九の表などと関連付けたりしながら考えを広げたり深めたりしようとする。 

創造性 
 12×３の計算方法について，式や乗法九九の表と関連付けて考え，よりよい解決方法を見いだすこと

で，算数の楽しさやよさに気付こうとする。 

 本時で育成を目指す資質・能力 

被乗数が12程度のかけ算について，乗法九九を活用して考え，その理由を説明できる。【思考・判断・表現】 

本時で働かせたい「基盤となる見方・考え方」 

見方（～に着目して） 考え方（思考の枠組み・方法） 

12という数や被乗数，乗数と積の関係に着目して，「数量の関係をみるときは，変わり方のきまりを見付ける」や「数

量は，全体と部分で考える」，「数量は，まとまりの幾つ分で考える。」という「基盤となる見方・考え方」を働かせて，

被乗数と乗数を交換して考えたり，被乗数を二つ以上に分けて考えたりすることができるようにする。 

「基盤となる見方・考え方」を働かせた子供の発言の想定と教師の言葉掛け 
問題解決で働かせる 

「基盤となる見方・考え方」 

  

振り返りにおいて期待される子供の発言や記述 

・ 九九を超えるかけ算は，かける順序を入れ替えてかけられる数を足せばよいということが分かったよ。 

・ 12×３の12を分けるというのは，「全体と部分」で考えればよいということに気付くことができたよ。 

12を分けるに着目して，「全
体と部分」で考えている。 

12×３の計算をどのようにして考えたのかな。 

まとまりの幾つ分で考えたり，かける順序を入れ替えて考えたりし
て計算したんだね。なぜ12×３が九九の表で見えるかな。 

12のまとまりに着目して，
その三つ分を足せばよいとい
うことを考えている。 

12×３は，12 のまとまりが三つ分という意味だから，12＋12＋12
（＝36）で計算できるよ。 

かけられる数とかける数を入れ替 
えて，３×９の答えに３ずつ足して 
いくと，３×12＝36になったよ。 

 かける順序を入れ替えて計算しても答えは同じだからだよ。 

12を４と８に分けると，４×３＝12と８×３＝24だから，
答えは36で同じだね。 

被乗数，乗数と積の関係に
着目して，乗数が１増えると
積は３ずつ増えるという性質
を基に筋道を立てて考えてい
る。 

５の段を２の段と３の段に
分けるに着目して，「全体と部
分」で考えている。 

被乗数，乗数と積の関係に
着目して，乗法九九の表と関
連付けて考えている。 
 

「５の段の答えは，２の段と３段の答え
を足す」の考えと同じだからだよね。 

かけ算は，「かける数が１増えるとかけられる数だけ答え
は増える」だったけど，どうしてかける数が変わらないのに，
答えは３ずつ増えるのかな。 
 

12×３のかける数は３だから，かける数の列を見ると，答えは３ず
つ増えているね。 

12を分けるに着目して，「全
体と部分」で考えている。 

九九の表でもかける順序を入れ替えても答えは同じなん
だね。なぜ12を二つに分けてもできるのかな。 

なるほど。12を二つに分けて考えればよいことが分かったよ。

12を分けるに着目して，「全
体と部分」で考えている。 

被乗数，乗数と積の関係に
着目して，「かける順序を入れ
替えても積は変わらない」と
いうことを考えている。 
 

九九の表を見ると，３×３＝９と９×３＝27 だから，９＋27 をし
て，12×３＝36になるね。 
なぜ九九の表の３×３＝９と９×３＝27を足すと，12× 

３＝36になるのかな。 

そうだね。12 を３と９に分けると，
３×３＝９と９×３＝27だから，答え
は36になるよ。 


